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チガイソの活字走子嚢に於ける核分裂

薮 調

(北海道大学水産学部水産植物学教室〉

Nuc1ear DivisioD in也eSporangium of Alaria crassifolia KJELLM. 

日ir佃 hiYABU 

Abotract 

The nuclear division in the s卯r釦 giu刻。>fAlar;a cr，ωs;folia K.1F.Lr，~I. is d偉 ri民din this 
pa伊r.This ip be1ieved to be the first cytological study in the genus Alaria. In the prophase of 
the first nuclear division， the typical synapsis， spireme and diakinesis stages were ob量erved
(Figs. 7-11)， and in the metaphase of the first釦 d飢岱舗ivedi巾 io叫 22chromo圃omeswere 
∞unted (Textfig.1; Fig冨.12， 13， 22， 24). As a result offive釦∞蝿iv曹nucleardivisions， 32 
zα湖町'es紅eproduced in each StOrangium (Fig. 26). 

日本産コ Y7'科植物の滋走子形成の際の核分裂については.今日迄に，マコyプ Lam;:術師'a 10.抑制

ARF.SCIf. (阿部， 19却)，ワカメ Undar;a〆'nnar;f;da(HARV.) SUR. (猪野・西林.1鰯).ミ?イシコシ
プ L.angustata K.rELLM. (西林・猪野， 1956)およびスジメ白'staria訓 :toto(Tu聞.)SAUNDER¥I・(西

林・猪野， 1957)の4種について研究が発表されている。

今回，これら4種と属を異にするチガイソ Alar;acrassifolia KJF.LLM. の滋走子蛋に於ける続分裂を観

察することができたので，ここに報告する。

材"と方法

材糾は羽田年四月30日と1957年1月中旬の2回，函館市立待岬で採集し.実験室に持ち帰って胞子葉だけ

を海水を入れたパットの中に生かしておき.採集した日とその翌日の2日にわたって固定を行った。固定に

は阿部氏液(阿部， 1933)を用いた。即ち次のa，b， c 3液を1.1. 2の割合に混合した液を使用する。

a) ピグリ シ酸飽和液

氷酪酸

グロム酸

b) ピグ !Jy酸飽和液

40%ホルマリ γ

尿素

c) グロム駿貯蔵液(海水崎α，グロム酸飽和水溶液2∞〉

5αヨC.

5∞. 
19r. 

25cc. 

25∞. 
O.5gr. 

5似た.

2%オスミューム酸 5∞. 

海 水 5批c.

氷酪酸 2.5∞. 
固定時聞は8-12時間とし，プレパラートの作製はパラヒシ法により，切片の厚さは3-4μ とし.染色

はハイデyハイy ，ヘマトキシ !Jy法によった。

観 s
滋走子婆形成の順序は.西林・猪野(羽田〉のミヲイシコシプでの観察と一致している。即ち，先ず胞子
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業の表皮細胞が表而に平行な膜で2分し.内外2圏の細胞となり .外層の細胞は伸長を始め，やがて帝国長い

側糸となり ，隣りの側糸との間に間際ができるようになる。英の後，仰l糸の基部の細胞，即ち表皮細胞の分

裂の結果生じた内国の細胞が， この間際に向って隆起し，次いで隔膜ができて隆起部は11回の細胞となる。

これが若い海走子褒で，中心に 1個の休止核がみられ.これは 1個の仁を持っている (Figs.1. 2)。

この核は次第に大きさを増し，核内には仁のほかに少量の染色質が現われるようになる。この時期はは仁

のほかに仁と同じ位の大きさの物体が同時に核内にみられることがある (Figs.3. 4)。やがて核内の染色

質の4粒は糸状となり ，次第に太くなり，色素によく染まるようになる。この染色糸は仁と密接して始めは

核内のー側部に集まっているが，次第に核腔内に拡がってくる。この時期には各染色糸の分岐点，末端桜膜

との附着点等には染色質節が観察される (Figs.7-10)。染色糸は形成の始めには仁と ，また仁とよく似た

構造物とも密着しているのが認められた (Fig.6)。核E室内一様に拡がった染色糸はやがて切れて次第に二

価染色体になる。 diakinesis期には仁と20悩余りのこ価染色体が観察された (Fig.11)。分裂中期には核膜

TeχHigure 1. Ear1y metaphase in 
the first mitosis of a zoospoτangium 
From a microphotograph of a section 
through a sporophyll of Alaria cra. 
ssifolia K目、LL，¥I.，showing in the 
center the same zoosporangium as 
shown in P1ate 1， Fig. 13. x 1250. 

と仁はともに完全に消失し，極間観で22i聞の減数された染色体がみ

られ (Textfig.1; Figs. 12. 13) ，側面観では紡錘体がみられた。

稀にl両極に中心体らしい小体が観察れさたが (Fig.15) ，この小

体は観察されない場合が多ν、。後期には染色体群が同組に分れて移

動しているのが観察されたが (Fig.16).紡錘糸は認められなかっ

た。終期には染色体は見えなくなり ，2 i凶の娘核が形成され，核に

は核膜と仁が再び現われる (Fig.17)。 その後更に4団連続して

核分裂が行われ.その結果，滋走子褒内には32i困の遊隣した核が形

成されるが (Figs.12-25) .各分裂の中期には22個を越えない20

1回前後の染色体が算えられた。第五回目の核分裂が終る頃から務走

子哀の頂端附近から膜の形成が始められる (Fig.25)。核分裂が終

ると ，i!fj走子襲内には帯色体が次第に数を増し，li困ずつ各々の核

に接近した位置をとる。やがて 1個の核と 1他の帯色体を含む小部

分づつを包む薄いが股形成され，32i困の滋走子ができあがる (Fig.

26)。

論述

コyプ目積物の細胞学的研究は，今迄に前述の日木産の4種のほ

か.Chorda filum (KYLIN '18，) . Eisenia Menziesii ( ME'''ERS 

'28， Pterygophora Cliafornica (McKA'" '33)及びEiseniaarborea 

( Hor~ r ，ENBERG '39)について発表されているが，いずれも滋走子

形成の際に波数分裂が行われることが明らかにされている。木研究

においても ， 千ガイソの滋走子袋内の第一回核分裂の diakine~is 期に二価染色体を観察し典型的な減数分裂

が行われること ，染色体数は n=22であることを確めることができた。この染色体数は，従業研究されたコ

yプ自の箇類のうち日木産のマコ yプ，ミツ イシコ yプ及びワカメ ，ヨーロツパ産の LaminariaCloustonii 

(W.'LI王F.R，未発表究研究として西林・猪野，1956に引用)で報告された染色体数と一致する。

この研究に当つては材料の固定その他について木学部動物発生学教室の新山英二郎助教授の御指導を得，

叉，木稿は時国教授の御校閲を尽くしたことを誌に感謝するものである。
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Legend to Figures in Plates 1 and II 

Figs. 1-26. Nucl飽 rdivisions in the z∞畦沿rangiaof Alaria crassぴ'oliaKJELLl¥{. 

Figs. 1-5. Resting stage. Figs. IHI. Synapsis. Fig. 10. Spireme. Fig. 11. Diakin郎is.Figs. 12-13. 

Bi噌 arlyn理taphaa.Figs. 14-15. Metaphaa. Fig. 16. Anaphaa. Fig. 17. Two nuc1eate stage. Fig. 18. 

Metaphaa of the鉛∞nddivision. Fig. 19. Quadri-nucleate stage. Fig. 20. Metaphaa of the third 

division. Fig; 21. Octo・nuc1eate試age.Fig. 22. Metaphase of the fourth division. Fig. 23. Sixteen 

n町 leistage. Fig. 24. Metaphase of the fifth division. Fig. 25. Thirty-two nuc1ei stage. Fig. 26. 

A ful1y matut凶 zoos卯rangiumcontaining zα>spores. Magnificati∞ Figs. 1-16. x 2300; Figs. 17-26. 
x12旬.
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H. Y ABU: NucIεar division in the sporangium of Alaria crassifolia KJllLL>l. 
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Bull. Fac. Fish.， Hokkaido Univ.， VIiI， 3 PLATE JI 

H. YABU : Nuclear division in the sporangium of Alaria crassifolia K.JF.LLM・
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